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　現局面は、「協同組合とは何か」が鋭く
問われる情勢である。
　1995年ICA原則の定義では、「協同組合
は、共同で所有し民主的に管理する事業体
を通じて、共通の経済的・社会的・文化的
ニーズと願いを満たすために自発的に手を
結んだ人々の自治的な組織である。」と定
義されている。そして国際協同組合年のス
ローガンにもなった「協同組合はよりよい
社会をめざします」のように、組合員だけ
が恩恵を受けるのではなく、社会全体をよ
りよくするためのインフラとして、協同組
合自身が役割を果たそうとしている。
　しかしＪＡ全中の一般社団法人化、全農
の株式会社化などは協同組合の原則の１つ
である自治を壊し、政府の介入を通じて、
国策に翻弄される協同組合の性格が強く
なってきている。
　個人的な話になるが、私は協同組合が好
きだ。それは制度というよりも、理念や考
え方、そして何より人の想いに触れたとき
に改めて協同組合の社会的価値の素晴らし
さと人間くさい事業・運動体であると感じ
るからである。この１か月、多くの方から

「協同労働の協同組合」について、以下の
ような関心を寄せていただいている。

・�「協同労働のファンでおっかけです。広

島市協同労働プラットフォーム事業を

みたい。」（市民活動実践者）

・�「協同組合や非営利協同セクターで連

帯する核となるのは、ワーカーズコー

プだと思う」（研究者）

・�「協同労働の働き方に興味がある。働く

こととは何かを学生に伝えたい。障が

い児の放課後等デイサービスの見学に

行きたい」（研究者）

・�「ワーカーズコープの実践と地域課題、

地域住民との議論が噛み合ってきてい

る。協同集会や全国よい仕事研究交流

集会などは集会と実践が連結されはじ

め、それぞれが自分の言葉で話しなが

ら、働く意欲が高まっている。」（研究者）

・�「市民で太陽光発電をたちあげるとき

に、協同労働の協同組合の法制化がさ

れていれば、その法人格を活用したい。」

（市民活動実践者）

・�「ワーカーズコープのある児童館の職

場の雰囲気がとてもよく、納得して働

けそうです」（保育専門学校学生）

　２月28日～31日に開催した「全国よい仕
事研究交流集会」では全体会・分科会を含
め、ワーカーズコープの現場の実践報告が
77本あった中で、その学びを研究者や実践
家32名にコメンテーターとして、コメント
をいただくことになった。ワーカーズコー
プで働く仲間自身が実践から協同労働の協
同組合とは何かを深める場面となった。

　そこで、私自身も「協同労働の協同組合
の魅力」を、以下の８点にまとめてみた。
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１）まちづくりを仕事おこしで行う。

　→�地域課題の解決のため、市民が主体と
なり、仕事をおこす。（コミュニティ
の自治）

２）労働者が出資・労働・経営をすること

　→�労働者自身が働く環境（出資・労働・
経営）をつくる。（オルタナティブな働
き方）

３）全国の実績とノウハウ

　→�業種の多様性と横断性。地域課題を出
発点にする実践の強さ

４）新しい事業、運動を柔軟に展開し、挑

戦的に取り組む運動性

　→�新しい新規事業、運動への挑戦。農業・
林業・食・エネルギー等の地域循環型
社会とコミュニティの持続可能性の追
求

５）非営利性

　→�利益の分配を仕事おこしや学習研修に
活用するといった、社会的公正制。

６）経済性

　→�（指定管理者等）自治体の直営維持が出
来ない中での公共事業の受皿となって
いる。しかし金額は決して、安く出す
ことが是ではなく、社会的に闘ってい

る運動体であること。（社会福祉財源
については社会全体の課題の中で、そ
こを担いながらも解決をしていく姿
勢）

７）よい仕事をすること

　→�自分たちの仕事を振り返りながら、そ
の価値を自分の言葉で語れる文化があ
ること。そしてそれを組織が担保をし
ていること。

８）経済性よりも人を焦点にあてた生き方・

働き方

　→�人の変化・成長を中心に据えて、その
人の居場所、働く場所をその人自身が
主人公となりつくること。そして協同
し、課題解決ができる場をつくるこ
と。誰もが就労できる完全就労社会の
実現を目指し、自治を価値に置いてい
ること。

　上からではなく、「地域の課題とその実
践」から「協同組合とは何か」と考えるこ
とにこだわりきり、協同労働を通じて「働
くこととは何か」「協同することとは何か」
を実践家と研究者が共に学びあえるプラッ
トフォームづくりを来年度していきたい。
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02/02（月）　厚労省社会福祉推進事業（子ども
若者）検討委員会

02/03（火）　厚労省社会福祉推進事業（ネット
ワーク）当事者ヒアリング会議/よ
い仕事研究交流集会実行委員会/
朴元淳氏講演（早稲田大学）

02/04（水）　労協連・センター合同常勤5役会
議/暮らしと協同の研究所来訪

02/07−08（土−日）　これからの子育て教育を
考えるフォーラム（大阪府立大）

02/09（月）　全国よい仕事研究交流集会実行委
員会

02/10（火）　厚労省社会福祉推進事業（ネット
ワーク）調査検討委員会/環境省委
託研究・地域エネルギーと温暖化
講演会

02/11（水・祝）　環境省委託研究ST4会議

02/12（木）　ICA連携セミナー（ICAポーリング
リーン会長来日）/本部全組合員会
議・本部よい仕事研究交流集会

02/16（月）　法制化市民会議・埼玉運営委員会
02/17（火）　労協連・第１回「21世紀の社会

運動の可能性と展望」研究会
02/24−25（火−水）　労協連地域労協リーダー

研修
02/25（水）　「ICA」ガイダンスノート検討会
02/26（木）　労協連・第２回「21世紀社会運

動の可能性と展望」研究会
02/27（金）　労協連・第２回「社会連帯経営を

学ぶ」学習会
02/28（土）　協同・共生社会創造連帯集会（大阪）
02/28−03/01（土−日）　全国よい仕事研究交

流集会2015

　　　　研究所活動日誌（2015.2.1 ～ 2.28）

03/03（火）　埼玉協同・連帯ネットワーク準備
会、和歌山大学山本健慈学長退任
シンポジウム

03/05（木）　協同総研事務局会議、ソウル大学
ワーカーズコープ視察団訪問

03/06（金）　環境省委託研究・研究成果報告会、
モンドラゴンチームアカデミー学
生訪問

03/07（土）　協同総研第３回理事会/協同総研
「21世紀の協同組合運動」研究会

03/08（日）　協同労働公開サロン（名古屋）
03/09（月）　厚労省社会福祉推進事業（子ども

若者）最終報告会
03/20（金）　協同総研編集委員会/JC総研報告

会
03/21（土・祝）　埼玉協同・連帯ネットワーク

設立総会・記念フォーラム
03/23（月）　日本協同組合学会常任理事会
03/25（水）　労協連理事会
03/29（日）　東京生活困窮者シンポジウム

　　　　今後の予定



♪～自立支援センターまめの樹～♪

インテリアなど細部にも気を配り、落ち着いた雰囲気のカフェです♪
こだわりのコーヒー、食事メニュー（美味しい！）をご用意しております。
皆様のお越しをお待ちしています！！

♪地図♪ メニュー まめのきブレンド３００円

ナポリタン５８０円
まめのきサンド３８０円
あんみつ４５０円

ｅｔｃ・・・

ＯＰＥＮ　１１：００～
(営業日、時間はお問い合わせください）
ＴＥＬ：　０３－５９１７－５１５５

またＮＰＯまめの樹では・・・

・会議の議事録に ＮＰＯまめの樹ならでは・・・
・講演会の文章化に 一般の業者さんに比べて格安料金で承っております。
・大事なお話の記録に・・・

１時間の音声につき８０００円です。
１時間に満たない場合でもお引き受けいたします。

インターネットの転送サービスを利用し、全国からご依頼をお引き受けします。
ぜひ、まめの樹にお気軽にお申し付け下さい！
電話またはメールでご連絡ください。お見積もりいたします。
納期は１～２週間です。お急ぎの場合はご相談ください。

障がいを持った仲間達と心を込めて作業させていただきます。
皆様からのご依頼を心よりお待ちしております。

ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

自立支援センターまめの樹

TEL　03-3973-8711　FAX　03-5917-5335
担当：佐藤　安田
〒171-0021　東京都豊島区西池袋5-26-16　CHIBAビル5F

テープ起こし承ります！！

ｃａｆｅまめのき
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